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 近年、多くの国や地域において、夜間や週末を含め、1 年 365 日、1 日 24 

時間、いつでも銀行口座間の送金ができ、また、資金を受け取った相手方が

資金をすぐに利用できるサービスを提供するFPS（Fast Payment System）

を導入する動きが拡がっている。

 海外のFPSの1人当たりの取引件数は、年々高まっている。

FPSの概要

海外のFPSの1人当たり取引件数の推移

（注1）年間の総取引件数を総人口で除して算出。
（注2）横軸はFPS稼働開始年（＝0）からの経過年数
（出所）Committee on Payments and Market Infrastructures (2021), "Developments in retail fast payments and implications 
for RTGS systems."
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（1）豪州NPP ①アーキテクチャー概要

 NPP（New Payments Platform）は、2018年に稼働を開始したFPS。

− NPPの特徴は、事業者がNPP上で追加サービス（NPPでは「オーバーレイ

サービス」と呼称）を提供するためのシステムアーキテクチャーや制度が

整備された点。

 これにより、FinTech企業等の様々な事業者がNPPをプラットフォームとし

て、イノベーティブなサービスを提供できる設計となっている。

①NPP共通インフラ

③オーバレイサービス

②24/7リテール向け中銀RTGS（出所）豪州準備銀行を基に作成
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（1）豪州NPP ②API・審査体制の整備

 NPPのエコシステム拡大を支援するために、NPPA（New Payments 

Platform Australia Ltd, NPPの管理・運営組織）はNPPの標準APIフレーム

ワークの整備を行っている。

− 事業者がNPPとAPIで接続する際の、設計リファレンスとなることを企図。

 また、NPPのAPIを活用したソリューションの開発を支援するために、NPPA

はAPIサンドボックスも開発・提供している。

− 事業者は、APIサンドボックス上で提供されるサンプルコードを利用して、

NPPの機能をテストしながらソフトウェアを開発できる。

 NPPでは、新たな追加サービスの提供を希望する事業者に対して、法人資格

や財務状況、追加サービスのビジネスモデル等の審査を含む評価プロセスを

公表している。
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（1）豪州NPP ③追加サービスの事例

 追加サービスの第一弾は、エンドユーザー向けの送金サービスの「Osko」。

 Oskoにより、個人・法人等のエンドユーザーはNPP参加者のオンラインバン

キングからNPPでの送金が可能となる。

− 口座番号のほかPayID機能（アドレッシングサービス）を利用して送金先

を指定することも可能。また、送金時に280文字以内の自由なメッセージ

を付す機能も有する。
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（2）インドUPI India Stackについて

 インドでは、India Stackと呼ばれる公的なAPIサービス群が整備・運用され

ている。

− Aadhaar認証と呼ばれる共通基盤の上に様々な機能が構築され、国民に多

様なサービスを無料または低廉な料金で提供している。

 India Stackの一部として、FPSであるUPI（Unified Payments Interface）

が存在し、2022年3月時点でリテール決済のうち金額ベースで16％、件数

ベースで67％をUPIが占めるまでに普及している。

 UPIは、APIを活用してメジャーな民間事業者のアプリに埋め込まれている。

（出所）PhonePe HP
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（3）米国FedNow ①Fedと参加事業者との役割分担

 FedNowは、本年7月に稼働を開始したFPS。運営主体は連邦準備制度

（Fed）。

 Fedは決済インフラとしてFedNowを参加行に提供し、参加行や追加サービ

ス提供事業者はFedNowをベースとした追加サービスをエンドユーザーに提

供する、という役割分担が期待されている。

エンドユーザー（個人・法人）

Fed（FedNow）

参加行

・電文の要件や参加にあたってのルールの策定
・取引履歴・残高照会機能や不正対策、参加行
間の流動性管理機能（FedNow LMT）などの
提供

・どのような追加サービスを提供するか、また
エンドユーザーに手数料を賦課するかなどは、
参加行が自由に決定

追加サービス提供事業者(注)

（注）ここでは、参加行と共同してエンドユーザーに対して追加サービスを提供する事業者のことを指す。どの事業者と共同

してサービス提供するかは参加行の判断。
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（3）米国FedNow ②民間事業者のサポート

 民間事業者のFedNowへの参加促進や、追加サービスの自律的な発展に向け

て、 Fedは以下のようなサポートを行っている。

① FedNow ExploreやFedNow Communityと呼ばれる、民間事業者のエ

ンゲージメント用のサイトやコミュニティの提供

② Service Provider Showcaseと呼ばれる、事業者のマッチングプラット

フォームの運営

③ Guided Journeyと呼ばれる、FedNow参加に係るガイダンスの提供
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（ご参考）Service Provider Showcase

 Service Provider Showcaseでは、民間事業者が金融機関に対して、自らの

決済ソリューションやサービスを紹介し、両者がマッチングを行う場として

期待されている。

− 本年10月時点で、117のケースが紹介されている。

（出所）FedNowのHP
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（ご参考）Guided Journey

 Guided Journeyでは、FedNowに関心を持つ金融機関や民間事業者などに

対して、FedNowの理解促進や、FedNowの導入にあたってのプロセスや手

順などをサポート。

例：金融機関向けのFedNow導入へのステップ一覧表

（出所）FedNowのHP
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（4）ブラジルPix 普及の背景

 Pixはサービスリリース後3年弱でユーザー数が総人口の6割を超えるなど、

急速に普及。この背景として、以下のような要因を指摘する論文もある。

− 大規模事業者の強制参加（50 万以上の口座を有する金融機関はPix提供が

義務）

− 個人の手数料の無料化

− 多様なユースケースの存在（P2Pのみならず、P2B、B2B、G2P等の取引

で利用可）

− 簡単な送金手続き（QRコードの読み取り等で送金が可）

− 多様な主体のルール策定への積極的な関与

（出所）Breno Lobo and Carlos Eduardo Brandt (2021) "Pix: The Brazilian fast payments scheme"
Journal of Payments Strategy & Systems Vol.15 (4), pp.367-375.
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FPSのエコシステムの概念図

FPS運営事業者

ユーザー

サービス 対価

中央銀行等

金融機関

追加サービス提供事業者

 各国のFPSのエコシステムを概観すると、FPS運営事業者や金融機関が提供

する送金サービスをベースに、金融機関や追加サービス提供事業者が追加

サービスを提供する仕組みが展望されている。



13

FPSにおけるエコシステムの持続的発展のための取り組み

1. 基盤としての安定性と外部連携の容易さの実現

 FPSの安定的な稼働は、追加サービスの取り組みの発展の上でも重要

 FPSの基盤と追加サービスとの接続が容易であることのほか、標準化などの取り組

みにより、接続に関する個別の調整コストの低減も重要

2. 多様な企業の参加促進とエンゲージメント向上

 FPSに関する情報提供（FPSの仕様や契約内容など）

 金融機関と追加サービス提供事業者をマッチングする仕組み

3. 追加サービスに関するルール策定や品質管理

 追加サービスに関するルールの策定などで、民間主体が関与している事例も

 追加サービスの品質管理のため、追加サービスの提供を希望する事業者に対し、

その財務状況や追加サービスのビジネスモデル等を評価する事例も


